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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン
（年１回決算型） 

 

 
 

第９期（決算日：2022年10月11日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン

（年１回決算型）」は、去る10月11日に第９期の決算

を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し

上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／不動産投信  特化型  

信託期間 2028年10月10日まで（2013年11月29日設定） 

運用方針 

主として、三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファン
ド2004受益証券への投資を通じて、わが国の
金融商品取引所に上場している（上場予定を
含みます。）不動産投資信託証券への投資を行
い、信託財産の中長期的な成長を目標として
運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファ
ンド2004受益証券を主要投資対
象とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所に上場
している（上場予定を含みます。）
不動産投資信託証券を主要投資
対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

投資信託証券への実質投資割合
に制限を設けません。 
株式および外貨建資産への投資
は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

投資信託証券への投資に制限を
設けません。 
株式および外貨建資産への投資
は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

 
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 
◆ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信

用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けて
おり、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超える
可能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が高
いものを、特化型としています。 

◆ファンドは、わが国の金融商品取引所に上場している（上場予定を
含みます。）不動産投資信託証券（Ｊ－ＲＥＩＴ）に投資します。わ
が国の金融商品取引所に上場している不動産投資信託証券には、寄
与度が10％を超える又は超える可能性の高い支配的な銘柄が存在す
るため、特定の銘柄への投資が集中することがあり、当該支配的な
銘柄に経営破綻や経営・財務状況の悪化が生じた場合には、大きな
損失が発生することがあります。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり
の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ
たりの構成比率を指します。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 

◇MUZ-251932-0000-20221011◇ 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当期の運用で主眼においたポイントをご説明さ
せていただきます。

■投資環境
・当期の国内ＲＥＩＴ市況は、米連邦準備制度理
事会（ＦＲＢ）が早期金融引き締めを示唆した
ことや、ウクライナ情勢の緊迫化などを背景に
2022年３月上旬にかけて軟調に推移する展開と
なりました。３月中旬以降は戦況が膠着状態と
なるにつれて徐々に落ち着きを取り戻し、国内
外の株式市況と歩調を合わせるように、国内Ｒ
ＥＩＴ市況も反発に転じました。６月には、米
消費者物価指数（ＣＰＩ）が約40年ぶりの大幅
な上昇率となり市場予想を上回ったことを受け
て米金利が急騰したことなどから、大きく下落
する局面もありましたが、その後は参議院選挙
で自民党が改選議席の過半数を確保したことに
より、政治情勢安定化への期待が高まったこと
から戻り基調となりました。期末にかけては、
国内で１日あたりの入国者数の上限撤廃に向け
た検討が進むなど好材料も散見されましたが、
８月の米ＣＰＩが再び市場予想を超える上昇と
なり、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）にお
いて積極的な利上げを継続する姿勢が示された
ことで米金利が大きく上昇し、国内ＲＥＩＴ市
況も反落しました。

■ポートフォリオ構築についての考え方
・ファンドの運用にあたっては配当利回りや投資
口価格純資産倍率（ＰＢＲ）などのバリュエー
ション、また物件ポートフォリオのクオリティ
などに着目し、分配金水準の維持・成長が見込
め相対的に割安と考えられる銘柄や、国内の経
済活動再開を通じてコロナ禍からの業績回復が
見込める銘柄への投資を中心に行ってまいりま
した。銘柄選別におきましては、業績動向や各
種バリュエーションのみならず、金融政策の動
向や市場の流動性なども勘案しました。

■運用環境の見通しおよび今後の運用方針
・欧米において高水準のインフレが継続している
ことで、各国中央銀行による金融引き締めの長
期化とグローバルな景気後退への懸念が強まっ
ています。国内においてもコストアップが顕在
化する中、相次ぐ値上げが消費動向や企業業績

に与える影響について今後の動向を見極める必
要があるとみております。一方、日銀は指値オ
ペなどを通じて長期金利の上昇を抑える姿勢を
維持しており、こうした金融緩和策を背景とし
た低金利環境が当面続くとみられることなどか
ら、相対的に高い配当利回りが期待できる国内
ＲＥＩＴ市況は引き続き底堅く推移すると想定
しています。
・ウクライナ情勢をはじめとする地政学リスクや、
冬季に向けた新型コロナウイルス感染の再拡大、
あるいは新たな変異株出現の可能性など想定さ
れ得る様々な懸念要因が完全に払拭されたわけ
ではありませんが、海外だけではなく国内にお
いても徐々に経済活動の正常化が進んでいるこ
とを勘案し、今後のファンド運用においては業
績の安定成長、あるいはコロナ禍からの継続的
な業績回復が見込める銘柄への投資を中心に行
います。スポンサーのサポート体制にも着目し
つつ、Ｊリート各社に対する綿密な調査を継続
することにより、個別銘柄ごとの業績動向や成
長性を慎重に見極めて選別投資を行います。ま
た、市場の流動性や将来的に日銀の金融政策が
変化していく可能性などにも目を配りながらパ
フォーマンスの改善に努めてまいります。

株式運用部
ファンドマネージャー
黒木　康之

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

( 参 考 指 数 ) 
東証ＲＥＩＴ指数(配当込み) 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

５期(2018年10月10日) 13,394 0 11.9 3,493.18 12.3 98.9 6,849 

６期(2019年10月10日) 17,290 0 29.1 4,577.86 31.1 98.8 7,075 

７期(2020年10月12日) 14,049 0 △18.7 3,692.92 △19.3 98.1 7,338 

８期(2021年10月11日) 17,024 0 21.2 4,569.07 23.7 98.7 9,337 

９期(2022年10月11日) 16,413 0 △ 3.6 4,443.51 △ 2.7 98.4 9,304 
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）とは、東京証券取引所に上場している不動産投資信託全銘柄を対象として算出した東証ＲＥＩＴ指数に、

分配金支払いによる権利落ちの修正を加えた指数です。東証ＲＥＩＴ指数の商標に関する著作権、知的所有権、その他一切の権利は東

京証券取引所に帰属します。東京証券取引所は東証ＲＥＩＴ指数の内容の変更、公表の停止または商標の変更もしくは使用の停止を行

う権利を有しています。東京証券取引所は東証ＲＥＩＴ指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延または中断に対して、責任を負い

ません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

( 参 考 指 数 ) 
東証ＲＥＩＴ指数(配当込み) 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2021年10月11日 17,024 － 4,569.07 － 98.7 

10月末 17,383 2.1 4,660.54 2.0 98.1 

11月末 16,626 △2.3 4,470.13 △2.2 98.2 

12月末 17,166 0.8 4,624.94 1.2 98.3 

2022年１月末 16,251 △4.5 4,372.24 △4.3 97.9 

２月末 15,765 △7.4 4,243.65 △7.1 97.3 

３月末 16,806 △1.3 4,536.64 △0.7 97.1 

４月末 16,597 △2.5 4,483.12 △1.9 97.9 

５月末 16,868 △0.9 4,563.32 △0.1 97.9 

６月末 16,559 △2.7 4,487.40 △1.8 97.5 

７月末 17,075 0.3 4,628.79 1.3 97.6 

８月末 17,265 1.4 4,683.62 2.5 97.3 

９月末 16,590 △2.5 4,488.86 △1.8 97.3 

(期  末)      

2022年10月11日 16,413 △3.6 4,443.51 △2.7 98.4 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

運用経過
第９期：2021年10月12日～2022年10月11日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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12,000
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（百万円）
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純資産総額：右目盛 基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 ９ 期 首 17,024円
第 ９ 期 末 16,413円
既払分配金 0円
騰 落 率 －3.6％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

基準価額は期首に比べ3.6％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

国内における経済活動の正常化期待などが、基準価額の一時的な
上昇要因となりました。

上昇要因

ＦＯＭＣにおいて積極的な利上げを継続する姿勢が示されたこと
で、国内においても景気減速懸念が強まったことなどが、基準価
額の下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ジャパン・ホテル・リート投資法人、フロンティア不動産投資法人、ユナイ

テッド・アーバン投資法人、インヴィンシブル投資法人、日本都市ファンド投
資法人

下位５銘柄・・・日本プロロジスリート投資法人、日本ビルファンド投資法人、ジャパンリアル
エステイト投資法人、ＧＬＰ投資法人、産業ファンド投資法人

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

第９期：2021年10月12日～2022年10月11日

投資環境について

国内ＲＥＩＴ市況
国内ＲＥＩＴ市況は下落しました。
期首から2022年３月上旬にかけては、高
水準で継続するオフィス・ビル空室率に
加え、ウクライナ情勢の緊迫化などを背
景に軟調に推移しました。３月中旬から
８月末にかけては、国内における経済活

動の正常化期待などを背景に上昇しまし
たが、９月のＦＯＭＣにおいて積極的な
利上げを継続する姿勢が示されたことで、
国内においても景気減速懸念が強まった
ことなどから期末にかけては下落しまし
た。

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回
決算型）
主として、三菱ＵＦＪ Ｊリートマザー
ファンド2004受益証券を通じて、わが国
の金融商品取引所に上場している（上場
予定を含みます）不動産投資信託証券
（Ｊ－ＲＥＩＴ）に投資しています。Ｊ
－ＲＥＩＴの実質組入比率は高水準
（90％以上）を維持しました。

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004
銘柄選定およびポートフォリオの構築は
主に、定性的評価・定量的評価を経て
行っています。
定性的評価については、事業内容および
財務内容などの分析を中心に行い、定量
的評価においては、キャッシュフロー、
配当利回り、ＰＢＲなどの分析を行いま
した。

組入銘柄数は50～53銘柄程度で推移させ
ました。
主な売買動向については、収益動向が懸
念されていた物件の売却によって業績安
定性が高まったと判断したフロンティア
不動産投資法人のウェイトを引き上げた
ことや、各種バリュエーションの相対的
な割安度を勘案してジャパンリアルエス
テイト投資法人のウェイトを引き下げた
ことなどが挙げられます。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数は東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）です。

（％）

－4.0

－3.0

－2.0

－1.0

0.0

2021/10/11 ～ 2022/10/11

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第９期
2021年10月12日～2022年10月11日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 6,759

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回
決算型）
三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004受益証券の組入比率は、運用の基本
方針にしたがい、引き続き高水準を維持
する方針です。

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド
2004
ＲＥＩＴの組入比率については、高水準
（90％以上）を維持する方針です。
配当利回りやＰＢＲ等のバリュエーショ
ン、また物件ポートフォリオのクオリ
ティ等に着目し、安定した分配金が見込
め相対的に割安と思われる銘柄への投資
ウェイトを高めた運用を行います。
欧米において高水準のインフレが継続し
ていることで、各国中央銀行による金融
引き締めの長期化とグローバルな景気後
退への懸念が強まっています。国内にお
いてもコストアップが顕在化する中、相
次ぐ値上げが消費動向や企業業績に与え
る影響について今後の動向を見極める必
要があるとみております。一方、日銀は
指値オペなどを通じて長期金利の上昇を
抑える姿勢を維持しており、こうした金
融緩和策を背景とした低金利環境が当面
続くとみられることなどから、相対的に
高い配当利回りが期待できる国内ＲＥＩ

Ｔ市況は引き続き底堅く推移すると想定
しています。
ウクライナ情勢をはじめとする地政学リ
スクや、冬季に向けた新型コロナウイル
ス感染の再拡大、あるいは新たな変異株
出現の可能性など想定され得る様々な懸
念要因が完全に払拭されたわけではあり
ませんが、海外だけではなく国内におい
ても徐々に経済活動の正常化が進んでい
ることを勘案し、今後のファンド運用に
おいては業績の安定成長、あるいはコロ
ナ禍からの継続的な業績回復が見込める
銘柄への投資を中心に行います。スポン
サーのサポート体制にも着目しつつ、Ｊ
リート各社に対する綿密な調査を継続す
ることにより、個別銘柄ごとの業績動向
や成長性を慎重に見極めて選別投資を行
います。また、市場の流動性や将来的に
日銀の金融政策が変化していく可能性な
どにも目を配りながらパフォーマンスの
改善に努めてまいります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

2021年10月12日～2022年10月11日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 183 1.100 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (92) (0.550) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (83) (0.495) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (9) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 5 0.029 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (5) (0.029)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 188 1.132

期中の平均基準価額は、16,678円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.10％です。

総経費率
1.10％ 運用管理費用（投信会社）

0.55％運用管理費用（販売会社）
0.50％

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.00％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

○売買及び取引の状況 (2021年10月12日～2022年10月11日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 252,953 929,648 202,593 741,708 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年10月12日～2022年10月11日) 

 

＜三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 15,697 4,203 26.8 19,870 4,358 21.9 

平均保有割合 10.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 2,688千円 
うち利害関係人への支払額（B） 678千円 

（B）／（A） 25.3％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

○組入資産の明細 (2022年10月11日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 2,522,851 2,573,212 9,281,834 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年10月11日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004 9,281,834 99.1 

コール・ローン等、その他 80,485 0.9 

投資信託財産総額 9,362,319 100.0 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ Ｊリートオープン（年１回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年10月11日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,362,319,723   

 コール・ローン等 80,484,763   

 三菱ＵＦＪ Ｊリートマザーファンド2004(評価額) 9,281,834,960   

(B) 負債 58,187,700   

 未払解約金 6,993,963   

 未払信託報酬 51,060,988   

 未払利息 52   

 その他未払費用 132,697   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,304,132,023   

 元本 5,668,750,363   

 次期繰越損益金 3,635,381,660   

(D) 受益権総口数 5,668,750,363口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,413円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 5,484,866,456円 

期中追加設定元本額 1,017,752,431円 

期中一部解約元本額 833,868,524円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.6413円です。 

○損益の状況 (2021年10月12日～2022年10月11日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       12,905   

 受取利息 112   

 支払利息 △       13,017   

(B) 有価証券売買損益 △  227,468,571   

 売買益 19,310,959   

 売買損 △  246,779,530   

(C) 信託報酬等 △  101,148,160   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  328,629,636   

(E) 前期繰越損益金 1,143,295,601   

(F) 追加信託差損益金 2,820,715,695   

 (配当等相当額) (  2,455,749,850)  

 (売買損益相当額) (    364,965,845)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,635,381,660   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,635,381,660   

 追加信託差損益金 2,820,715,695   

 (配当等相当額) (  2,458,587,495)  

 (売買損益相当額) (    362,128,200)  

 分配準備積立金 1,372,943,975   

 繰越損益金 △  558,278,010   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年10月12日～ 
2022年10月11日 

費用控除後の配当等収益額 225,087,064円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 2,458,587,495円 

分配準備積立金額 1,147,856,911円 

当ファンドの分配対象収益額 3,831,531,470円 

１万口当たり収益分配対象額 6,759円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 
＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 



― 14 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   1405_添付ファンド_10pt_937809.indd   14 2022/11/17   16:46:552022/11/17   16:46:55



― 15 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   1505_添付ファンド_10pt_937809.indd   15 2022/11/17   16:46:562022/11/17   16:46:56



― 16 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   1605_添付ファンド_10pt_937809.indd   16 2022/11/17   16:46:562022/11/17   16:46:56



― 17 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   1705_添付ファンド_10pt_937809.indd   17 2022/11/17   16:46:562022/11/17   16:46:56



― 18 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   1805_添付ファンド_10pt_937809.indd   18 2022/11/17   16:46:562022/11/17   16:46:56



― 19 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   1905_添付ファンド_10pt_937809.indd   19 2022/11/17   16:46:562022/11/17   16:46:56



― 20 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   2005_添付ファンド_10pt_937809.indd   20 2022/11/17   16:46:562022/11/17   16:46:56



― 21 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   2105_添付ファンド_10pt_937809.indd   21 2022/11/17   16:46:562022/11/17   16:46:56



― 22 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   2205_添付ファンド_10pt_937809.indd   22 2022/11/17   16:46:562022/11/17   16:46:56



― 23 ―

05_添付ファンド_10pt_937809.indd   2305_添付ファンド_10pt_937809.indd   23 2022/11/17   16:46:572022/11/17   16:46:57


